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ある社会集団に属するメンバーがもつ性格特

性，身体的な特徴，行動傾向などについてわれ

われが抱く信念だと定義される。ステレオタイ

プは，性別のほかにも人種や民族，職業など，

さまざまな集団に対して形成されうる。ステレ

オタイプを用いた推測は，特定の集団に対する

偏見や差別を引き起こしうるほか，集団間の紛

争の生起とも深く関係している。そのためステ

レオタイプという概念は，今日に至るまで多く

の社会心理学者の興味をひいてきた。

偏見，差別，紛争……などと言われると，通

常，人はその背後に，相手となる集団に対する

敵意や嫌悪，怒り，恨みといった否定的な感情

が存在すると想像するだろう。たしかに，利害

が対立している集団の間には憎しみが生じやす

く，それに伴って相手集団に対する印象が偏見

に満ちたものになることがある。だが，冒頭に

出てきたメリリーの元夫は，離婚したとはいえ

彼女に敵意を抱いてはいない。それどころか，

彼は今もメリリーに愛情を残しており，彼女と

の関係の修復を試みることすら何度もあったの

だ。それなのに……彼の発言は，メリリーには

「女性に対する偏見だ」と解釈され，彼女を怒

らせてしまった。

ステレオタイプの構造と対象に対する感情

元夫が今もメリリーを愛しているのならば，

彼が示したのは「好意を伴う偏見」とでも呼ぶ

べきものになりそうだが，そのような偏見が実
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「……でもそういう気分になるってことは，君，

最近誰ともつき合ってないんじゃないの？」

急にメリリーの表情がけわしくなった。「こう

いうのが，頭にくるのよ」彼女は語気鋭くつ

め寄る。「どうして男の人が落ち込んでいる時

は『重大な存在の危機』で，女だと，単に定

期的に会う男
ひと

がいなくて充分満たされていな

いからだろうなんて，バカな理由になるわ

け？」（ハンドラー／河野（訳）『フィッツジ

ェラルドをめざした男』）

論文やテキストの冒頭にあるエピグラフは，

哲学者か文豪の言葉に基づくと相場が決まって

いる。現代推理小説からの引用では少々違和感

があるかもしれないが，ご勘弁願いたい。ハン

ドラーの小説に出てくるメリリーという名の女

性は，いつも小気味よいセリフで読者（野寺）

を魅了する。彼女が元夫に対して放った言葉は，

彼女が落ち込んでいる理由について元夫が行う

推論に，一定のバイアスがかかっていることを

指摘するものである。メリリーが落ち込んでい

る原因は仕事にあり，自信を失っている彼女は

実は仕事を辞めようかと悩んでいるのだが，

「今の彼女には頼ることのできる身近な相手

（男性）がいないから，そうした不安に対処で

きないのだろう」と推測されたと彼女は怒って

いるわけだ。もしも自分が男だったら，決して

そんな解釈はなされなかっただろうに，と。

「女性は依存的だ」といった固定観念は，ス

テレオタイプと呼ばれる。ステレオタイプは，
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際に存在するのだろうか。そもそも，相手や相

手の所属する集団に対して抱く感情とステレオ

タイプ化との間には，どのような対応関係があ

るのだろう。近年の研究知見によれば，こうし

た問いに答えるには，ステレオタイプの構造を

理解する必要がある。

ステレオタイプは必ずしも，ネガティブな特

性でのみ構成されるのではない。例えば「女性

ステレオタイプ」は「依存的」「弱い」のよう

なネガティブな特性のほか，「気がきく」「家庭

的」といったポジティブな特性をも含んでいる。

フィスクらは「ステレオタイプ内容モデル」を

提唱し，多くのステレオタイプがネガティブと

ポジティブの両方の特性で構成されていること

を指摘している（Fiske, Cuddy, Glick & Xu,

2002）。このモデルによれば，ステレオタイプ

は「温かさ」と「有能さ」という二つの次元に

基づいて構造化されている（図 1）。「温かさ」

の次元は，人柄の良さ，親しみやすさなどを意

味しており，「有能さ」の次元は，頭の良さ，

行動力の有無などを表す。「仕事はできないが，

愛嬌がある」（図 1の第 4象限）や「頭はいい

が，冷血漢だ」（第 2象限）のように，次元間

に相補的関係が成立しているステレオタイプ

は，ポジティブ特性とネガティブ特性が混合し

たステレオタイプだといえる。

またこのモデルによれば，ある集団に対して

われわれが抱く感情の種類も，形成されている

ステレオタイプの内容に応じて異なる。「有能

だが，冷たい」とされる集団は，金持ちやキャ

リアウーマンが典型だとされ，この集団に対し

ては嫉妬やねたみが喚起される。またこれらの

集団は敵対心が強いという印象をもたれやすい

ため，敵意を向けられることもある（キャリア

ウーマンに対する敵意については Glick & Fiske

（1996）を参照）。他方，「温かいが，能力を欠

く」とされる集団に属するのは，老人や障害者，

女性一般（とくに主婦）である。これらの集団

は，憐れみ，同情，共感，優しさといった肯定

的感情を向けられる。そのため，このステレオ

タイプは，温情主義的ステレオタイプ（pater-

nalistic stereotype）1と呼ばれる。肯定的感情を

伴うことから，人は温情主義的ステレオタイプ

に基づく判断を行うことに対して抵抗感を得に

くく，「この判断が偏見につながるかもしれな

い」という意識をもつことが少ない。

温情主義的ステレオタイプに秘められた甘い罠

たとえポジティブな特性で表現され，表明に

肯定的感情を伴うステレオタイプだからといっ

て，それがまったく偏見や差別の起源とならな

いわけではない。というのも，ステレオタイプ

の内容は，集団間の関係性を反映し，その関係

性を維持する機能をもつからである。ジェンダ

図1　ステレオタイプ内容モデルによる「温かさ」×「有能さ」の4集団の分類

各集団に対して抱かれる感情は赤字で表記

能力が高い

能力が低い

冷たい 温かい

嫉妬・ねたみ

金持ち・キャリアウーマン

賞賛・満足感

同盟国・内集団

嫌悪・軽蔑

ホームレス

同情・優しさ

女性（主婦）・老人
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ーを例にとるならば，「女性」を，家庭的で愛

らしく，男性に依存し守られるべき存在として

描くことは，男性が社会的・経済的に優位に立

ち，女性が男性の補佐役（女房役）を担うとい

う伝統的な性役割の関係性を肯定することにつ

ながる。ステレオタイプは単に対象の特性を記

述するだけではなく，どのように振る舞うべき

かを示す規範としても機能するため（Fiske &

Stevens, 1993），こうした役割関係を肯定する

ことは，キャリアウーマンに対する否定的感情

の表明と同様に，仕事上のキャリアを積み，出

世し，社会的に成功しようとする女性の生き方

を否定し，彼女たちに男性の補佐役を強いる可

能性を秘めている。

このように温情主義的ステレオタイプもま

た，偏見や差別の原因となりうるが，それにも

かかわらず，このステレオタイプは集団間関係

において劣位にある側にも受容されやすいとい

う特徴をもつ。その理由は第 1に，温情主義的

ステレオタイプの相補性が，われわれに平等幻

想を抱かせるからである。「ある次元で優れて

いる者は，別な次元で劣っている」という相補

性は，ある次元で不平等が生じても，それは別

な次元で補償されているという期待をわれわれ

に抱かせる。そのため，われわれは「世の中は

うまくいっている」と思い込みやすい（池上,

2009; Kay & Jost, 2003）。例えば，社会的成功

を諦めて主婦業をこなす選択をした女性を，そ

れが分相応であり幸せなのだと評して納得する

ことは，彼女の葛藤や選択の背景にあったであ

ろう「社会の不平等」からわれわれ（男女問わ

ず）の目をそらさせる。また第 2に，温情主義

的ステレオタイプは肯定的感情を伴って表明さ

れるため，劣位者側は偏見を示されたという認

識を得にくい。このため，温情主義的ステレオ

タイプに基づく偏見は，広く受容されやすいと

考えられる。

近年，国内外を問わず，ステレオタイプの相

補性に着目した実証研究が精力的に行われてい

る。例えば筆者らはジェンダーステレオタイプ

を題材に，ある特定の状況におかれると，男性

を仕事上の能力と，女性を家庭的な性質と結び

つける傾向が，性別およびその人がもっている

男女平等主義的な態度によらず高まることを検

証している（野寺・唐沢・沼崎・高林, 2007; 野

寺, 2009）。たとえ普段は男女平等の性役割観を

支持している女性（キャリア志向の女性）であ

っても，状況によっては温情主義的ステレオタ

イプを受容する可能性があるのである。また，

筆者らはこの一連の実験で，こうした反応が意

図せず自動的に表出されるという点をも検証し

た。温情主義的ステレオタイプに基づく思考や

判断を自分が行っている，あるいは受け入れて

いる可能性について，人は無自覚だといえる。

温情主義的ステレオタイプの「甘い罠」は，

それを用いた判断が，結局のところ現行の集団

間関係（社会制度を含む）の維持につながるこ

とにある。しかし，肯定的な表現や感情を伴っ

ているがゆえに，その罠は見えにくい。フィス

クによれば，これまで多くの偏見研究者は，ス

テレオタイプの種類が違ってもステレオタイプ

が判断に利用される過程は共通だという前提の

もと，もっぱら偏見表明に至る過程の解明にの

み目を向けていた（Fiske, et al., 2002）。だが，

ここまで述べてきたように，ステレオタイプの

構造とステレオタイプが対人関係において果た

す機能とは密接にかかわっており，切り離して

議論することができない。偏見の表明や維持の

過程を理解するうえでは，ステレオタイプの内

容をも考慮する必要があるといえるだろう。

ステレオタイプ化を制御する感情

ここまで，ステレオタイプ化に伴う感情につ

いての研究知見を紹介してきた。最後に，特定

の感情の生起によってステレオタイプに基づく

判断を回避することが可能なのか，という問題

について述べたい。

近年注目されているのは，「罪悪感」が偏見

の制御において果たす役割である。デヴァイン

らは，偏見を表明した後に強い罪悪感が生起

した場合，その経験が，将来の行動を制御（偏

見を回避）するきっかけとなると指摘している

（Devine, Plant, Amodio, Harmon-Jones & Vance,

2002）。われわれの多くは，自分が偏見的な価

特集　偏見とステレオタイプの心理学

感情とステレオタイプ化
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値観をもち，差別的行動をとる人間であるとい

うことを好まない。それは，差別の被害者や第

三者から非難をあびるのが嫌だからという理由

のみならず，不当に人を虐げ，傷つけることに

対して罪悪感を抱くからでもある。こうした罪

悪感は，以前偏見を表明したのと類似した状況

に再び置かれた際に，あたかも結果を予期する

ように喚起され，偏見を回避するきっかけをわ

れわれに与える。デヴァインらは，罪悪感を抱

いた経験のある人は，たとえステレオタイプを

形成していたとしても，その影響が判断に及ぶ

前にすばやく判断を修正したり，行動を制御し

たりできるようになると主張している。

また，集合的罪悪感（collective guilt）が，

対立している集団間の関係改善に役立つ可能性

も指摘できる。集合的罪悪感とは，自分が所属

している集団のメンバーが他の集団に対して与

えた損害について，被害者や第三者から糾弾さ

れた場合に，集団の一員として感じる罪悪感の

ことをいう。この概念は政治哲学とのかかわり

が深く，歴史上の不正（たとえば，戦争中の大

虐殺）に対する公式謝罪や補償の是非をめぐる

議論のなかで取り上げられることが多い。集合

的罪悪感の喚起は，不正を行った者が自分の所

属する集団内にいる（いた）と認めることを必

要とするため，内集団に対するイメージの悪化

をもたらすかもしれない。しかし，この感情は

同じ不正が再び起こるのを防ぐうえで，重要な

役割を果たす可能性がある。

罪悪感の喚起は，失敗から学び，行動の改善

（偏見のない反応）を促す契機となるのかもし

れない。広く感情が，ステレオタイプが引き金

となって生じる偏見や差別，ひいては集団間の

関係性の改善に対して及ぼす影響については，

今後のさらなる検討が必要であろう。

―――――――

1 家父長的ステレオタイプと訳されることもある

が，本稿では温情主義的ステレオタイプという

訳に統一した。
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